
阿智村事務事業評価シート
担当者 民生課 健康増進係

①事務事業の概要

Ｈ20～ 事業の終期
②事務事業の計画（PLAN）、取組（DO)

項目 金額 項目 金額 項目 金額

保健指導・事務賃金 98 国保人間ドック等補助金 2,290
特定健診需用費 50 生活習慣病健診委託料 1,535
特定健診通信運搬費 290 後期高齢者人間ドック補助金 596
特定健診等委託料 3,298

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度
実績額 (千円) 7,361 7,407 8,157 7,422 7,422

うち一般財源 3,869 4,127 4,070 4,726 4,726

うち補助金 3,117 2,787 3,620 2,696 2,696

うち個人負担 375 493 467

正規職員 1 1 1 1 1

臨時職員
③評価（CHECK)
区分 個別判定 総合判定
必要性 a

a

a

a

有効性 A

効率性 a

a

公平性 受益者負担は適切か A

④改善（ACTION)
継続・維持

総合評価

歳出の
内訳
(千円)

事業の方向性

課題

今後の取り組み 年に1度は健診、若しくは、人間ドックを受診できるよう仕組みを維持し、健診後の支援についての工
夫を図っていく

健康意識の高まりから受診者が増加していくような、健康学習の推進が引き続き必要

A

39歳以下・国保特定健診は1,000円、後期高齢者・消防団は無料

将来にわたり保険制度を安定的に維持するために必要である

村の関与は妥当か

手段、成果は妥当か

住民のニーズは高いか

医療機関より身近で安価に健診ができる

A

対象者の設定は妥当か

期待された効果が得られ
たか

コストの削減に努めたか

効率性を高める工夫はさ
れたか

全ての成人が受診できる仕組みなっている

２．だれもが健康で、心安らぐ村／福祉・健康・医療の充実／健康づくり
阿智村健康増進・食育計画（あち健康プラン21）

A

健診は、内臓脂肪に着目した項目に絞って実施

受診しやすい環境を整えている

判定理由

定期的な健診の機会としてニーズは高い

生活習慣病予防の手段として妥当

健診（人間ドック）により、生活習慣を顧みて健康管理に役立てるための支援ができた。

【受診者数】
一般健診（39歳以下、消防団）　…　182人（集団56、パック健診48、消防団健診78）
国保特定健診　…　636人（集団363、人間ドック84、個別74、その他115）
　　　　　　　　　　　　　　　　受診率　速報値　52.8％
後期高齢者健診（75歳以上）　…　159人（集団81、個別57、人間ドック21）

関連する主な計画等

(人)
従事職員

事務事業名

実施方法
事業の対象者
事業開始年

健診事業

総合計画での位置づけ

高齢者の医療確保に関する法律、健康増進法

区分

事
業
コ
ス
ト

具体的取組 村内、6会場で8日の集団健診を実施。
伍和・浪合診療所において、国保特定健診・後期高齢者健診の個別を健診実施。
県内医療機関での国保特定健診の個別健診を実施。
国保被保険者、後期高齢者医療被保険者へ人間ドックの補助。
健診結果報告会を各地区で実施
健診結果によって階層化された皆さんへの健診後の支援。

実績・効果

根拠法

消防団員、39歳以下、国保特定健診対象者、後期高齢者医療加入者

実施目的 健診をきっかけに、自ら健康維持・増進ができるように支援する。

直接実施 業務委託 補助金交付 負担金 その他 

時期不明 終期未定 


